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国立科学博物館の井上浩氏が 1966 年にセイロン島で蘚苔類調査をおこなった際に採 
集された資料の中，ヶビラゴヶ属 Radula について研究した。 10 種を検出したが，こ 
のうち 1 種及 adMZa は新種と考えられるものであり， 5 種がセイロン新産で 
ある。従来，セイロンからは 9 種が記録されていたが，各種類についての検討は極め 
て不充分で，将来の研究にまつところが大きい。 

今回検出された 9 種は新種の 1 種を除き， 7 種がインドネシァから太平洋諸島に分布 
するもので， 1 種が マダカスカル，マスカ レン諸島と共通である 0 このことはセイロン 
の本属が強く太平洋諸島のフロラの影響を受けていることを示している。 


□ 小林義雄：菌類の世界ブルーバックス 270. pp. 252, 講談社，東京 (1975, VII) 
¥500, 「驚異の生命力と生態を見る」と副題にあるとおり，種々のキノコの生態と形態 
とをじつにたくさんに述べてあって，それが次から次と登場してくる。その面白さに 
一気に読んでしまった。はしがきに「彼等に愛着を感じる境地に達した」とあるが， 
随処にそれが現われており，それを自分の業績と，世界中の研究とうまく合せている。 
いろいろな環境と菌，動物に関係する菌，植物に関係する菌，特殊な菌群，特殊な栄 
養を摂る菌，特殊な生態の 6 章から成り，この表題だけみると全くつまらなく見える 
が，内容がまるで違って，人を惹きつけるのは一貫した研究態度が導き出した深みで 
あろう。一読をすすめたい。 （前川文夫） 
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